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4. 1.  対象児童の「体力」の実態調査








4. 1. 2.  対象者
　大阪府内の公立小学校であるＦ小学校1年生9名（男
子 6 名、女子 3 名）を対象とした。


























































4. 2.  体つくり運動領域の授業実践






4. 2. 2.  対象者
　対象者は、前節で調査を行ったのと同じ児童。Ｆ小
学校 1 年生 9 名（男子 6 名、女子 3 名）。
4. 2. 3.  実践研究の計画
　本実践の実践計画を図 3 に示した。単元は 4 単位時
間とし、先行研究を元に単元計画及び授業計画を作成























　なお、実践 1 は 2018 年 10 月 19 日、23 日、26 日、
29 日の計 4 日間実施した。実践 2 は、投の運動を
11 月 2 日、跳の運動を 11 月 8 日に実施した。pre、
post1 は 10 月 16 日、11 月 2 日、post2 は実践 2 の授
業終了後にそれぞれ実施した。




















































及び実践 2 の終了後を post2 として測定を行った。
　実践群には、pre、post1、post2 の結果を対応のあ





























































る t 検定を行った。また、投動作は、実践群の post1



















4. 2. 6.  結果及び考察
（1）調整力フィールドテスト
[ 結果 ]




から単元後の 5.22（± 3.56）と 1.55 点の向上が見られ、
5% 水準で有意差が認められた。ジグザグ走は、単元
前の 1.89（± 1.05）から単元後の 3.44（± 2.92）と 1.55
点の向上が見られたものの有意な差は認められなかっ
た。反復横跳びは、単元前の 4.33（± 0.71）から単元










































Chrome Music Lab を用いて、単元を通してリズム運










　表 5 は、実践群の実践 1 実施前の pre、実施後の
post1、実践 2 終了後の post2 の立ち幅跳びの記録に
対応のある一元配置分散分析を行なった結果である。






6 月に実施した新体力テストや post2 の結果を大きく
下回り、前年度の新体力テストの結果と比較しても大
きく下回っていたため、測定結果の信頼性に疑念が生





　図 4 は、実践群の post1-post2 と統制群の post1-post2



















　図 5 は、post1-post2 間での実践群と統制群のボー
ル投げの結果の伸び率を対応のある二元配置分散分析
により比較した結果である。実践群は post2 にかけて










































　表 10 は、跳動作の質的評価の結果を対応のある t
検定によって分析したものである。





























　表 11 は、実践 1 で行なった 1 時間目から 4 時間目ま
での形成的授業評価の結果について示したものである。
　形成的授業評価では、各項目の平均点を評価基準に
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